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Abstract：Systemic lupus erythematosus（SLE）is an autoimmune connective tissue disease. The 

etiology of SLE is unknown, however, similar to many autoimmune diseases, it is thought that 

environmental factors trigger this disease in genetically predisposed individuals.　In this study, 

we conducted a systematic review of cohort studies and case�control studies which evaluated the 

effect of environmental factors, such as smoking, alcohol drinking and hair dye use, on the inci-

dence of SLE.　We searched the 1993�2008 PubMed database for original articles which had been 

published in English.　A total of 32 articles were included in the analysis.　The data regarding 

the relationship between the various environmental factors and the incidence of SLE were con-

flicting, but suggest that smoking habits, the use of postmenopausal hormones, and a family his-

tory of SLE may be associated with an increased risk of SLE.　On the other hand, alcohol 

drinking was reported to be significantly inversely associated with SLE in several papers.  Be-

cause most of studies were carried out in Western countries, the application of these findings to 

people in other countries, including Japan, may not be appropriate.　Further studies on the in-

cidence of SLE are therefore required to conclude the relationship of environmental factors and 

SLE.
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　要旨：今回我々は，社会医学実習の一環として，根拠に基づく医学の実際を学んだ．対象疾患として全

身性エリテマトーデス（SLE）をとりあげ，発症関連環境要因に関するエビデンスをまとめた．科学論文

検索システムである PubMed を活用し，環境要因と SLE との関連に関する疫学論文を検索した．最新の

ものから過去１５年までさかのぼって，合計３２編の原著論文を収集した．環境要因として，身長や体重と

いった身体状態，喫煙や飲酒等の生活習慣，既往歴，家族歴，アレルギー，服薬状況など，様々な要因に

ついて検討されていた．しかしながら，統計学的に有意な関連を示した要因は少なく，関連がみられない

と報告された要因が多かった．喫煙や飲酒については比較的多くの論文で検討されており，喫煙との間に
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は　じ　め　に

全身性エリテマトーデス（systemic lupus erythema-

tosus：SLE）は，多臓器病変を特徴とする代表的な全

身性自己免疫疾患（膠原病）であり，慢性に経過する．約

５万人の特定疾患医療費受給者数を数え，患者数は約１０

万人と推定される．妊娠可能年齢の女性に好発し（性比

１：９～１０），皮膚，関節，心，腎，漿膜，神経，血管

など全身臓器を障害し，多彩な臨床症候を呈する．

SLE では，自己抗体，なかでも抗核抗体が高頻度にみら

れる．発症過程では，免疫寛容の破綻に伴う自己反応性

Ｔ細胞の活性化が関与し，活性化されたＢ細胞から自己

抗体が過剰に産生される．自己抗体は免疫複合体を形成

して組織に沈着し，補体を活性化して組織障害を引き起

こして多臓器障害がもたらされる（Ⅲ型アレルギー）１）．

ところで，臨床の場においては，臨床的な判断に際し，

関係した文献を見つけ出し，その妥当性を評価し，眼前

の患者の状態に適用していいかどうかを検討するという

一連の行為が重要となる．医学的な意思決定や評価は論

理的かつ客観的に行うことが大切であり，そのためには

疫学研究により得られる根拠を基にした臨床医学を理解

せねばならない．これが根拠に基づく医学（evidence�

based medicine：EBM）の本質であり，これによって，

患者自身もより信頼性の高い研究結果に基づいた情報や

医療を受けることができる．

そこで我々は，社会医学実習の一環として，根拠に基

づく医学の実際を学ぶこととした．今回の実習では，人

を対象とした疫学研究のうち，SLE のリスク要因を調

べた前向きコホート研究あるいは症例対照研究を系統的

網羅的に収集し，SLE 発症と関連する環境要因に関す

るエビデンスをまとめた．

方　　　　　法

現在（２００８年７月９日時点）から過去１５年までさかの

ぼって，英語学術誌に掲載された原著論文を系統的に収

集した．米国国立医学図書館が管理・運営している 

Medline と呼ばれるデータベースを活用した．これは

インターネット上では Pub � Med の名前で無料で公開さ

れており，以下の検索式で目的の原著論文を収集した．

今回の実習の目的を達成するための検索式としては，

「“sle AND risk AND（cohort OR case�control OR 

cross�sectional）NOT polymorphism”」を用いた．

その結果，４６１編の論文が抽出された．このうち，レ

ビュー論文と英語以外の言語で執筆された論文を除外し

た．論文のタイトルと抄録内容を吟味し，コホート研究

あるいは症例対照研究であることが明らかで，環境要因

と SLE の発症を検討した原著論文を２２編抽出した２）�２３）．

遺伝要因および血液データ要因と SLE との関連を調べ

た論文は除外した．さらにこれらの２２編の論文の引用文

献を調べて，該当の論文１０編２４）�３３）を追加し，合計３２編に

ついて検討した．

各論文から抽出した内容は，調査した国，対象者数，

性別，年齢の情報である．さらに，その論文で検討され

ている環境要因と SLE の発症との関連についてまとめ

た．

具体的には，補正後の相対危険あるいはオッズ比と

９５％信頼区間を検討した．必要がある場合，傾向性Ｐ値

を検討した．傾向性Ｐ値は０.０５未満を有意とした．各要

因と SLE の発症との関連性の判定としては，相対危険

（オッズ比）もしくは傾向性Ｐ値が統計学的に有意に正の

関連を認めた場合，有意にリスクを高めると解釈し，↑

と表記した．また，相対危険（オッズ比）もしくは傾向

性P値が統計学的に有意な負の関連を認めた場合，有意

にリスクを下げると解釈し，↓と表記した．さらに，相

対危険（オッズ比）および傾向性Ｐ値ともに統計学的に

有意と認めなかった場合，関連は認められないと解釈

し，－と表記した．

結　　　　　果

環境要因を身体状態，生活習慣，既往歴，家族歴，ア

レルギー反応，免疫反応，薬剤，女性特有要因，その他

に大きく分類しその結果を表に示す．

身体状態との関連結果を表１に示す．身体状態とし

て，身長，体重，ブローカー指数，体質などについて検

討されていた．身長体重について調べている論文は２編
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は正の関連，飲酒との間には負の関連を報告した論文が多かった．閉経後のホルモン投与が SLE の発症

リスクを高めていると報告している論文が多かった．また，SLE の家族歴はリスクを高めていそうであ

る．今回検討した論文の多くは欧米人を対象とした研究で，日本人を対象とした研究は少なかった．欧米

人を対象とした研究結果がそのまま日本人にも当てはまるかは定かではない．日本人の SLE 発症の環境

要因を検討するためには，今後，日本人におけるエビデンスの蓄積が重要になるであろう．

キーワード：環境要因，系統的レビュー，全身性エリテマトーデス



あったが，関連は認められず，ブローカー指数について

調べている１編の論文ではブローカー指数 １のときに

正の関連が認められた．また，体質について調べた論文

では日焼けや冷え性によって有意にリスクを高めること

が報告されていた．

生活習慣との関連結果を表２に示す．生活習慣とし

て，喫煙，飲酒，食習慣，運動習慣，睡眠，排便につい

て検討されていた．喫煙について調べた論文は７編あ

り，７
　
 編中２編で正の関連が認められた．飲酒について

調べた論文は７編あり，そのうち２編で負の関連，つま

り有意にリスクを下げることが報告されていた．食習慣

との関連を調べた論文は３編あり，１
　
 編で正の関連を，

また，１
　
 編で負の関連が認められた．睡眠について調べ

た論文は２編，排便については１編あったが SLE との

関連は認められなかった．

既往歴との関連結果を表３に示す．既往歴について調

べた論文は７編あり，５
　
 編で正の関連，３

　
 編で負の関連

が認められた．手術経験，輸血経験との関連についての

論文は１編あり，正の関連が報告されている．

家族歴との関連結果を表４に示す．家族歴との関連を

調べた論文は３編あった．３
　
 編すべてで SLE の家族歴

が有意にリスクを高めることが報告されている．

アレルギー反応との関連結果を表５に示す．アレル

ギー反応について調べた論文は６編あり，３
　
 編でサル

ファ剤アレルギーなどが有意にリスクを高めることが認

められた．

免疫反応との関連結果を表６に示す．免疫反応との関

連を調べた論文では，３
　
 編すべてで抗 HSV � １ 抗体が

リスクを高めることが認められ，抗体の存在が SLE 発

症と関連する可能性があると報告している．

薬剤との関連結果を表７に示す．薬剤として，化学物

質曝露や薬剤服用歴，毛髪用薬剤について検討されてい

た．化学物質曝露についての論文は２編あり，正の関連

があった．毛髪用薬剤について調べた論文は６編あり，

２
　
 編で有意にリスクを高め，１

　
 編で負の関連が認められ

た．薬剤服用歴についての論文は１編あり，鎮痛剤に正

の関連が認められた．

女性に関係する要因との関連結果を表８に示す．女性

特有の要因として，月経，結婚，妊娠，出産，更年期な

どについて検討されていた．月経についての論文は３編

あり，論文３編中２編で正の関連が認められた．経口避

妊薬については，論文３編中１編で正の関連が認められ

た．閉経後のホルモン投与について調べた論文は２編あ

り，有意にリスクを高めることが報告されている．

最後にその他の要因との関連結果を表９に示す．精神

的な要因について調べた論文は３編あったが，SLE と

の関連は認められなかった．職業や労働に関係した要因

は４編あり，そのうち医療系や農業などを含んだ職業要

因で正の関連が認められ，有意にリスクを高めることが

報告された．

考　　　　　察

SLE は多因子性の疾患であり，遺伝的な体質の上に

何らかの環境要因が作用することによって発症すると考

えられる．従って，発症のリスクとなる環境要因を見い

だすことは非常に意義深い．しかしながら，これまで 

SLE のリスク要因を検討した疫学研究は少なく，各疫

学研究で調べられた曝露要因の多くは，他の疾患でリス

ク要因として指摘されたものである．現時点において，

SLE 発症との関連で調べられた曝露要因を網羅的に収

集し，リスクを高めたのか，予防的であったのか，或い

は関連が無かったのかどうかを要約することは，今後，

新たな疫学研究を企画・実施する際に，どのような曝露

情報を収集すべきか，さらには新規のリスク要因を探索

する上で重要な手がかりとなる．

今回，症例対照研究及びコホート研究によって検討さ

れた SLE の環境要因に関する論文３２編を収集し，検討

した．しかし，その中で統計学的に有意な関連を示した

ものは一部で，関連がみられないと報告された要因も多

かった．

身体状態においては日焼けや冷え性など個人的な体質

との関連が認められ，日焼けする機会が多く黒くなりや

すい体質，冷え性であると発症リスクを高める可能性が

あると言える．しかし身長や体重は SLE 発症と関連が

ないようである．

生活習慣においては，喫煙や飲酒，食習慣について多

く取り上げられていた．今回の論文のみでは判断できな

いが，喫煙はリスクを高め，飲酒はリスクを下げる可能

性があるのかもしれない．つまり，適度な飲酒は SLE 

を予防するかもしれない．食習慣では，食品によって正

と負の両方の関連が認められ，肉類摂取はリスクを高

め，牛乳摂取はリスクを下げるとされている．

既往歴においては，ウイルスや細菌による感染症，手

術や輸血経験の有無との関連について多く検討されてい

る．ヘルペスウイルス感染後は発症のリスクを高め，水

痘やアレルギー性鼻炎は発症リスクを下げるという報告

があり，また，手術経験や輸血経験があると発症リスク

が高まる可能性も示唆されている．

家族歴においては，病気によって正の関連と負の関連

両方が認められた．発症リスクを下げるものはほとんど

みられなかったが，病気によっては家族歴が SLE の発

症リスクに関連する可能性があると言えるであろう．特

に，SLE の家族歴は発症リスクを高めると報告されて

いた．

今回アレルギー反応などの免疫応答について調べてい
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る論文も多く，SLE の発症に関連があると思われる．

サルファ剤アレルギーや抗 HSV�１ 抗体，抗 EBV 抗

体ありの場合，発症リスクを高めるかもしれない．

薬剤については，特に毛髪用薬剤との関連を調べた論

文が多く，染料やパーマ液などが SLE の発症リスクに

関連することが疑われている．

また，女性特有の要因では閉経後のホルモン投与が 

SLE の発症リスクを高めていると報告しているものが

多い．男性に比べ女性の SLE 発症率が高い理由に何ら

かの影響を与えていると推測できる．

その他の要因としては，様々な要因が検討されていた

が，特に医療系や農業系など何らかの曝露を受ける職業

において発症リスクが高まると報告されており，職業上

の曝露が発症に影響があるのかもしれない．

今回３２編の論文を検討した．この中には SLE 発症リ

スクとの関連がある可能性が比較的高い要因，関連があ

る可能性が比較的低い要因，全く関連しないと思われる

要因が含まれていたが，この論文のほとんどが欧米人を

対象に行われた研究をもとに報告されたもので，この結

果が日本人にも当てはまるかは定かではない．また，文

献の数からも今回の結果だけでは明確な結論は得ること

はできない．日本人の SLE 発症の環境要因を検討する

ためには，今後の日本人におけるエビデンスの蓄積が重

要になるであろう．

現在，日本の医療においては根拠に基づいた医学が行

われている場面は少ない３４）．今後，医療関係者自身が根

拠に基づく医学がいかに重要かを理解し，根拠に基づく

医学を患者に提供していくことが日本の医療に求められ

ているであろう．
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表１　身体状況との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

５ ２００５ アメリカ 症例対照研究 症例２３ 男５  １９２８～ 出生時体重 １.００      ―
       女１８ １９９７に  （０.９９�１.００１）
        出生  ＊１.００g 増加毎に
     対照１１５ 男２５  出生時身長 ０.７６      ―
       女９０   （０.４９�１.１７）
          ＊１.００cm
          増加毎に

１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  BMI 値  ２０.６ ＞２０.６�２２.９ ＞２２.９    ―
     対照２０５ 女   １ １.４０ １.６０
           （０.７０�２.９０） （０.８０�３.２０）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ブローカー指数 １ 無 有     ―
     対照A８６    １ ０.８５
           （０.４２�１.７０）
         身長 １６０cm 無 有     ―
          １ １.９３    
           （０.７７�４.８４）
         体重 ５５kg 無 有     ―
          １ ０.７５
           （０.３８�１.４７）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ブローカー指数 １ 無 有    ＜０.０５ ↑
     症例B１４５人    １ ２.０６
           （１.１４�３.７５）
         身長 １６０cm 無 有     ―
          １ １.０８
           （０.６２�１.８９）
         体重 ５５kg 無 有     ―
          １ １.５６
           （０.９２�２.５８）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ブローカー指数 １ 無 有     ―
     対照A７５    １ １.１５
           （０.４４�３.０３）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ブローカー指数 １ 無 有     ―
     対照A８３    １ ―

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 思春期の不眠 無 有     ―
     対照A８６    １ １.４７
           （０.７３�２.９６）
         思春期の食欲減退 無 有     ―
          １ １.９５
           （０.８７�４.３２）
         思春期の関節痛 無 有     ―
          １ １.７７
           （０.８４�３.７３）
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３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 思春期の不眠 無 有     ―
     対照B１４５    １ ０.８６
           （０.５０�１.４８）
         思春期の食欲減退 無 有     ―
          １ ０.７１
           （０.４０�１.２７）
         思春期の関節痛 無 有     ―
          １ ０.７１
           （０.４０�１.２７）

１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  日焼けのタイプ 日焼け後　 日焼け後　     ↑
          赤くなる人 黒くなる人　
     対照２０５ 女   １ ２.９０
           （１.６０�５.１０）
         ２０歳以下での 非日焼け １回以上の     ↑
         日焼けの有無 １ 日焼け    
           ２.２０
           （１.２０�４.１０）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有    ＜０.０５ ↑
     対照A８６    １ １.８７
           （１.０２�３.４１）
         しもやけ傾向 無 有     ―
          １ １.９４
           （０.９９�３.８２）    ＜０.０１ ↑
         冷え性 無 有
          １ ２.５９
           （１.２９�５.２１）
         手足の薄毛 無 有     ―
          １ １.６４
           （０.７１�３.８２）
         頭の薄毛 無 有     ―
          １ １.２６
           （０.４５�３.５２）
         明るい皮膚 無 有     ―
          １ １.２１
           （０.６６�２.５５）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有    ＜０.０５ ↑
     対照B１４５    １ １.７３
           （１.０７�２.８０）
         しもやけ傾向 無 有     ―
          １ １.３８
           （０.８９�２.１５）
         冷たい足 無 有    ＜０.０５ ↑
          １ １.６７
           （１.００�２.７６）
         手足の薄毛 無 有     ―
          １ １.２９
           （０.６９�２.４４）
         頭の薄毛 無 有     ―
          １ １.３３
           （０.５６�３.１６）
         白い皮膚 無 有     ―
          １ １.０８
           （０.６９�１.７０）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有     ↑
     対照A７５    １ ２.６２
           （１.１５�６.０１）
         冷え性 無 有     ↑
          １ ２.６
           （１.１２�６.０１）
         食物性じんま疹 無 有     ―
          １ １.７２
           （０.４０�７.３６）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有     ↑
     対照A８３    １ ２.６９
           （１.２７�５.６９）
         冷え性 無 有     ↑
          １ ２.６１
           （１.２１�５.６４）
         食物性じんま疹 無 有     ―
          １ ―

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有     ↑
     症例B１１２    １ ２.３７
           （１.２６�４.４９）
         冷え性 無 有     ―
          １ １.６７
           （０.８６�３.２２）
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３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼けに対する敏感性 無 有     ↑
     症例Ｂ１２６    １ ２.１３
           （１.２０�３.７７）
         冷え性 無 有     ―
          １ ―

表２　生活習慣との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

４ ２００６ 日本（九州） 症例対照研究 症例７８ 女 １０�６９ 喫煙 無 有（過去） 有（現在）    ―
          １ １.８５ １.９
           （０.６２�５.５０） （１.０６�３.６５）    
     対照３２９  ３０ 飲酒 無 有（週１�３日） 有（ 週４日）    ↑ 
        （平均）  １ １.２９ ４.４９
           （０.６０�２.７７） （１.４３�１４.０８）

  日本（北海道）   症例３５ 女 ２０�６９ 喫煙 無 有（過去） 有（現在）    ↑
     対照１８８  ３４  １ ９.０７ ２.１９ 
         （平均）   （１.１１�７４.４１） （０.８７�５.５６） 
         飲酒 無 有（週１�３日） 有（ 週４日）    ―
          １ ０.６ １.３４ 
           （０.１６�２.２２） （０.４４�４.３４）
    
９ ２００３ アメリカ コホート研究 ５３９２４ 女 ＜６０ 喫煙歴 無 有     ―
     発症６７    １ １.６ 
           （０.９�２.９）     
          無 有（過去） 有（現在）
          １ １.６ １.６    
           （０.８�３.３） （０.８�３.３）
         喫煙開始年齢 無  １９歳 ＜１９歳    ―
          １ １.４ １.９
           （０.６�３.０） （１.０�３.６）
         喫煙継続期間 無 ＜１０  １０    ―
          １ ２.３ １.５
           （１.１�４.６） （０.８�２.９）
         パック年 無 ＜１０  １０    ―
          １ １.９ １.６
           （１.０�３.６） （０.８�３.６）
         子供時代の間接的喫煙 無 有 有（非喫煙者）    ―
          １ ０.９ ０.７
           （０.５�１.７） （０.３�１.３）
         飲酒歴 無 有     ―
          １ １.０
           （０.６�１.８）
          無 有（過去） 有（現在）    ―
          １ ０.９ １.１
           （０.４�２.０） （０.６�１.９）
         飲酒開始年齢 無  ２０歳 ＜２０歳    ―
          １ １.３ ０.６
           （０.７�２.３） （０.３�１.５）
         飲酒継続期間 無 ＜１０  １０    ―
           １.３ ０.８
           （０.７�２.５） （０.４�１.６）
         現在飲酒者の週間飲酒量 無 ＜１ １�６  ７   ―
         （単位/週） １ ０.５ １.３ ０.８
           （０.１�３.６） （０.７�２.４） （０.２�２.６） 
                
  
１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  アルコール 無 ＞０�１５０g/月 ＞１５０g/月    ↓
     対照２０５ 女   １ ０.７０ ０.４０
           （０.３０�１.３０） （０.２０�０.８０） 
         喫煙（パック年） 無 ＞０�１０ ＞１０    ―
          １ １.５ １.５
           （０.８０�２.７０） （０.８０�２.９０）

１４ ２００１ アメリカ 症例対照研究 症例２６５ 男女  喫煙歴 無 有（過去） 有（現在）    ―
     対照３５５    １ ０.６ １.１
           （０.４�１.０） （０.７�１.７）
         喫煙期間 １�５年 ６�１４年 １５�２４年  ２５年   ―
          ０.５ ０.８ ０.７ １.５
          （０.２�１.０） （０.５�１.４） （０.４�１.４） （０.８�２.４）
         累積喫煙（パック年） ＜１０ １０�１９.９  ２０    ―
          ０.７ １.１ １
          （０.４�１.１） （０.６�２.０） （０.６�１.８）

１５ ２００１ アメリカ 症例対照研究 症例１２５ 男４ ４４ 喫煙 無 有（過去） 有（現在）    ↑
       女１２１ （平均）  １ ３.６２ ６.６９
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     対照１２５ 男４ ４４   （１.２２�１０.７０） （２.５９�１７.２８）
       女１２１ （平均） 飲酒       ―

１７ １９９８ イギリス 症例対照研究 症例１５０ 男１２ ４７ 喫煙歴 無 有（過去） 有（現在）    ―
        （平均）  １ １.２３ １.９５
       女１３８ ４７   （０.７�２.１７） （１.１４�３.３１）
        （平均） 週間飲酒量 ０ １�２ ３�５ ６�１０  １１  ↓
     対照３００ 男２４ ４７ （単位/週） １ ０.７３ ０.４１ ０.４７ ０.３
        （平均）   （０.３９�１.３６） （０.２０�０.８５） （０.２４�０.９１） （０.１４�０.６３）
       女２７６ ４７
        （平均）

２１ １９９５ 日本 症例対照研究 症例２８２ 女  喫煙歴 無 有（過去） 有（現在）    ―
     対照２９２    １ ２.３１ １.０７
           （１.３４�３.９７） （０.３７�３.１０）
         飲酒歴 無 有（過去） 有（週１日） 有（毎日）  ０.０７ ―
          １ ４.４６ ０.５２ ４.４６
           （０.５１�３９.３３） （０.２５�１.０６） （０.１９�１.７１）

２１ １９９５ 日本 症例対照研究 症例２８２ 女  牛乳摂取 無 有（週１�２日） 有（週３�５日） 有（毎日）  ＜０.００１ ↓
     対照２９２    １ ０.８０ ０.４４ ０.４５
           （０.４９�１.３２） （０.２６�０.７４） （０.２８�０.７１）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 飲酒 無 有     ―
     対照A８６    １ １.３９
           （０.６４�３.０１）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 飲酒 無 有     ―
     対照A８６    １ １.３９
           （０.６４�３.０１）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 飲酒 無 有     ―
     対照Ｂ１４５    １ ０.６１
           （０.３５�１.０６）

２３ １９９３ 日本 症例対照研究 症例５２ 女 １０�５４ 肉摂取  週２回 週３�４回  週５回    ↑
     対照１０４ 女 １０�５４  １ １.１３ ３.３６
           （０.５４�２.４０） （１.１０�１０.２４）
         魚摂取  週２回 週３�４回  週５回    ―
          １ ０.６２ ０.９７
           （０.２８�１.３８） （０.３２�２.９５）
         揚げ物摂取  週２回 週３�４回  週５回    ―
          １ １.１ １.２
           （０.５１�２.３５） （０.５０�２.８６）
         卵摂取  週２回 週３�４回  週５回    ―
          １ ０.８５ ０.９
           （０.３７�１.９５） （０.４０�２.０４）
         牛乳・乳製品摂取  週２回 週３�４回  週５回    ―
          １ ０.４２ ０.５６
           （０.１５�１.２０） （０.２６�１.２５）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 外食 無 有     ―
     症例B１４５人    １ ０.７４
           （０.３９�１.３８）
         不規則な食事 無 有     ―
          １ １.２２
           （０.７０�２.１１）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 外食 無 有     ―
     症例A８６人    １ １.１１
           （０.５１�２.４１）
         不規則な食事 無 有     ―
          １ ０.６８
           （０.３４�１.３９）

４ ２００６ 日本（九州） 症例対照研究 症例７８ 女 １０�６９ １日３０分以上の歩行 無 有     ↑
     対照３２９  ３０  １ ２.０７
        （平均）   （１.１４�３.７６）
         週３日以上の運動 無 有     ―
          １ １.６６
           （０.９４�２.９１）

４ ２００６ 日本（北海道）  症例３５ 女 ２０�６９ １日３０分以上の歩行 無 有     ―
     対照１８８  ３４  １ １.１３
        （平均）   （０.４６�２.７９）
         週３日以上の運動 無 有     ―
          １ １.８２
           （０.６７�４.９５）
４ ２００６ 日本（九州） 症例対照研究 症例７８ 女 １０�６９ 睡眠時間 ＜７時間  ７時間     ―
     対照３２９  ３０  １ １.０１
        （平均）   （０.５６�１.８１）
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         規則正しい睡眠 無 有     ―
           １ １.６１
            （０.９４�２.７５）
         充分な睡眠 無 有     ―
          １ ０.４５
           （０.２２�０.８８）
　
４ ２００６ 日本（北海道）  症例３５ 女 ２０�６９ 睡眠時間 ＜７時間  ７時間     ―
     対照１８８  ３４  １ ０.５８
         （平均）   （０.１３�２.５２）
         規則正しい睡眠 無 有     ―
          １ １.３４
           （０.５３�３.３７）
         充分な睡眠 無 有     ―
          １ １.４３
           （０.６０�３.４０）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ８時間以上の睡眠 無 有     ―
      症例A８６人    １ ０.８４
           （０.４４�１.６３）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ ８時間以上の睡眠 無 有     ―
     症例B１４５人    １ ０.６９
           （０.４３�１.１１）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ １日１回以上の排便 無 有     ―
     症例Ａ８６人    １ ０.９５
           （０.４７�１.９３）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ １日１回以上の排便 無 有     ―
     症例Ｂ１４５人    １ ０.８３
           （０.５１�１.３５）

７ ２００４ アメリカ 症例対照研究 症例４６６ 男 １０�７９ ヘリコバクターピロリ 陰性 陽性     ↓
       （１３.７％）   １ ０.７６
       女 ４５.６   （０.５９�０.９９）
       （８６.３％） （平均）   
     対照４６６ 男 １１�７９ 麻疹ウイルス       ―
       （１３.７％）
       女 ４６.３ 風疹ウイルス       ―
       （８６.３％） （平均） 水痘ウイルス       ―
      
８ ２００４ イギリス 症例対照研究 症例６１ 男４ ４９ 一般感染（診断前） 無 有     ―
        （平均）  １ ２.９８
       女５７ ４９ 風疹（診断前） 無 有     ↓
        （平均）  １ ０.４３
     対照１７３ 男１２ ５７ ツベルクリンテスト 
        （平均） 陽性（診断前） 無 有     ―

          １ NC
       女１６１ ５７ 関節に外傷の経験
       　 （平均） （診断前） 無 有     ↓

          １ ０.４９
         いずれかの感染 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.６８
         嘔吐・下痢 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ ０.８
         耳の感染症 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ ０.９
         目の感染症 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ ０.９９
         熱を伴う発疹 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ ２.３６
         呼吸器系感染症 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.５４
         肺炎球菌咽頭感染 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.３８
         泌尿器系感染 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.２７

表３　既往歴との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数
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         抗生剤使用 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.４１
         入院経験 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ １.４２
         旅行経験 無 有     ―
         （診断一年前）
          １ ０.６８
         耳の感染症 無 有     ―
         （診断前後） 
          １ １.０２
         目の感染症 　 　 
         （診断前後） 無 有     ―

          １ １.５４
         Ａ,Ｂ,Ｃ肝炎ウイルス 無 有     ―
         （診断前後）
          １ NC
         帯状疱疹ウイルス感染 無 有     ↑
         （診断前後）
          １ ２.９８
         術後感染 無 有     ―
         （診断前後）
          １ ２.１２
         パルボウイルス感染 無 有     ―
         （診断前後）
          １ NC
         呼吸器感染症 無 有     ―
         （診断前後）
          １ １.５７
         泌尿器感染 無 有     ―
         （診断前後）
          １ ２.４９
         １８歳以後ワクチン接種 無 有     ↑
         （診断前後）
          １ ２.２１
      
１０ ２００２ アメリカ 症例対照研究 症例２６５ 男２４０ １５�８１ 喘息 無 有     ―
        ３９
       女２５   １ １.６
        （平均）   
     対照３５５ 男３２１ １５�８１   （０.９�２.７）
       女３４  乾癬 無 有     ―
          １ １.８
           （０.７�４.６）
         アトピー性皮膚炎 無 有     ―
          １ １
           （０.５�１.９）
         帯状疱疹 無 有     ↑
          １ ２.５
           （１.１�５.９）
         単核症 無 有     ―
          １ １.３
           （０.７�２.６）
         肝炎 無 有     ―
          １ １.１
           （０.４�３.５）
         結核 無 有     ―
          １ ２.４
           （０.３�１９）
         尿路感染症 無 有（１�３回） 有（４�１０回） 有（＞１１回）   ―
          １ ０.９ １.３ １.１
           （０.６�１.４） （０.７�２.２） （０.５�２.４）
         ヘルペス（３年以内） 無 ２�３年に一度 年に一度 ＞年に一度   ↑
          １ １.１ １.４ ２.８
           （０.７�１.８） （０.８�２.５） （１.４�５.４）
         風邪 無か数年に一度 年に一度 ＞年に一度    ―
          １ ０.９ １.３
           （０.６�１.３） （０.８�２.１）
      
１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  心筋梗塞 無 有     ―
     対照２０５ 女   １ ４.００
           （０.４０�４４.０） 
         脳卒中 無 有     ―
          １ ２.４０
           （０.５０�１２.０）
         高血圧 無 有     ↑
          １ ２.７０
           （１.２０�５.９０）
         間欠性破行 無 有     ―
          １ ３.２０
           （０.３０�３７.０）
         糖尿病１型 無 有     ―
          １ NC
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         糖尿病２型 無 有     ―
          １ NC
         多発性硬化症 無 有     ―
          １ NC
         甲状腺腫 無 有     ―
          １ １.８
           （０.６０�５.４０）
         炎症性腸疾患 無 有     ―
          １ １.３
           （０.１０�１４.０）
         グルラン性腸炎 無 有     ―
          １ NC
         乾癬 無 有     ―
          １ ０.６０
           （０.１０�２.９０）
         乾癬性関節炎 無 有     ―
          １ NC
         強直性脊椎炎 無 有     ―
          １ NC
         帯状疱疹 無 有     ―
          １ １.００
           （０.４０�２.９０）
         肺炎 無 有     ↑
          １ １.９０
           （１.００�３.７０）
         髄膜炎 無 有     ―
          １ ２.１０
           （０.６０�６.６０）
         骨炎 無 有     ―
          １ NC
         腎盂腎炎 無 有     ―
          １ １.３０
           （０.５０�３.２０）
         大手術 無 有     ―
          １ １.４
           （０.６０�３.１０）
         輸血 無 有     ―
          １ １.８
           （０.９０�３.６０）
         癌 無 有     ―
          １ ０.３０
           （０.１０�１.５０）
         胃潰瘍 無 有     ―
          １ ３.１０
           （０.９０�１１.０）
      
１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  ＳＬＥ以外の深刻な病気 無 有     ―
     対照２０５ 女   １ ０.９０
           （０.４０�２.００）
         深刻な事故 無 有     ―
          １ １.９０
           （０.６０�５.８０）
      
２９ １９９４ アメリカ 症例対照研究 症例１９５ 男２１  水痘 無 有     ―
       女１７４   １ １.１
     対照１４３ 男１７    （０.６�２.０）
       女１２６  風疹 無 有     ―
          １ １.１
           （０.７�１.７）
         帯状疱疹 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.６�１.６）
         単核症 無 有     ―
          １ １.３
           （０.６�２.８）
         肝炎 無 有     ―
          １ １.５
           （０.５�３.８）
         麻疹 無 有     ―
          １ １.３
           （０.８�２.２）
         流行性耳下腺炎 無 有     ―
          １ １.０
           （０.６�１.６）
         帯状ヘルペス 無 有     ↑
          １ ６.４
           （１.４�２８）
         風疹ワクチン 無 有     ―
          １ １.０
           （０.５�２.０）
         肝炎ワクチン 無 有     ―
          １ １.３
           （０.５�３.２）
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         麻疹ワクチン 無 有     ―
          １ １.３
           （０.７�２.４）
         流行性耳下腺炎ワクチン 無 有     ―
          １ ０.８
           （０.４�１.５）
      
２２ １９９４ アメリカ 症例対照研究 症例１３３ 女  シリコン豊胸手術 無 有     ―
     対照１００    １ NC
           NC
      
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 麻疹 無 有     ―
     対照Ａ８６    １ ０.４５
           （０.１９�１.０６）
         水痘 無 有     ―
          １ ０.４４
           （０.１８�１.０５）
         風疹 無 有     ―
          １ １.１８
           （０.５９�２.３７）
         ムンプス 無 有     ―
          １ ０.７６
           （０.３８�１.５２）
         扁桃腺切除 無 有     ―
          １ １.０８
           （０.２８�４.１０）
         徐脈 無 有     ―
          １ ０.６２
           （０.０５�７.００）
         頻繁な高熱 無 有     ―
          １ ２.０９
           （０.７５�５.８８）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 麻疹 無 有     ―
     対照Ｂ１４５    １ ０.５５
           （０.３０�１.０２）
         水痘 無 有     ↓
          １ ０.６１
           （０.３８�０.９７）
         風疹 無 有     ―
          １ ０.７２
           （０.４４�１.２０）
         ムンプス 無 有     ―
          １ ０.８
           （０.４９�１.３１）
         扁桃腺切除 無 有     ―
          １ １.４４
           （０.６２�３.３８）
         徐脈 無 有     ―
          １ ２
           （０.１８�２２.０６）
         頻繁な高熱 無 有     ―
          １ ２.１１
           （０.９６�４.６７）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 水痘 無 有     ↓
     症例Ｂ１１２    １ ０.４５
           （０.２４�０.８３）
         アレルギー性鼻炎 無 有     ↓
          １ ０.４１
           （０.１８�０.９３）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 水痘 無 有     ↓
     症例Ｂ１２６    １ ０.４５
           （０.２６�０.７９）
         アレルギー性鼻炎 無 有     ↓
          １ ０.４２
           （０.２０�０.８６）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 外傷による入院 無 有     ―
     対照Ａ８６    １ １.５３
           （０.２５�９.５２）
         手術 無 有     ↑
          １ ２.６６
           （１.３８�５.１３）
         輸血 無 有     ―
          １ ２.０３
           （０.７４�５.５８）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 外傷による入院 無 有     ―
      対照Ｂ１４５    １ ０.５
           （０.２０�１.２４）
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         手術 無 有     ↑
          １ １.６８
           （１.０２�２.７６）
         輸血 無 有     ↑
          １ ２.７５
           （１.２２�６.１８）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 手術 無 有     ↑
     対照Ａ７５    １ ２.３０
           （１.０５�５.０７）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 手術 無 有   　  ↑
     対照Ａ８３    １ ２.６１
           （１.２５�５.４４）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 手術 無 有     ―
     症例Ｂ１１２    １ １.１４
           （０.５７�２.２７）
         輸血 無 有     ―
          １ ２.２５
           （０.７８�６.４９）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 手術 無 有     ―
     症例Ｂ１２６    １ ―
         輸血 無 有     ―
           ―

表４　家族歴との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  自己免疫病家族暦 無 有     ↑
      対照２０５ 女   １ １.７０
           （１.００�２.９０）
         糖尿病１型家族歴 無 有     ―
          １ １.９０
           （０.３０�１１.０）
         多発性硬化症家族歴 無 有     ↑
          １ ６.００
           （１.２０�３１.０）
         甲状腺腫家族歴 無 有     ―
          １ １.４０
           （０.７０�２.７０）
         炎症性腸疾患家族歴 無 有     ―
          １ ２.３０
           （０.６０�９.３０）
         グルラン性腸炎家族歴 無 有     ―
          １ １.２０
           (０.１０�１１.０）
         乾癬の家族歴 無 有     ―
          １ １.００
           （０.４０�２.１０）
         乾癬性関節炎家族歴 無 有     ―
          １ ２.１０
           （０.５０�９.７０）
         関節リュウマチ家族歴 無 有     ―
          １ １.９０
           （０.９０�３.８０）
         ＳＬＥの家族歴 無 有     ↑
          １ ４.８０
           （１.２０�１９.０）
         シェーグレン病家族歴 無 有     ―
          １ ３.８０
           （０.７０�２２.０）
         全身性硬化症家族歴 無 有     ―
          １ ２.８０
           （０.２０�４７.０）
         強直性脊椎炎家族歴 無 有     ―
          １ ０.８０
           （０.１０�７.８０）
   
２１ １９９５ 日本 症例対照研究 症例２８２ 女  膠原病家族歴 無 有     ↑
     対照２９２    １.００ ５.２０
           （１.０８�２４.９５）
         喘息家族歴 無 有     ↑
          １.００ ２.０７
           （１.１４�３.７７）
   
２９ １９９４ アメリカ 症例対照研究 症例１９５ 男２１  喘息家族歴 無 有     ―
       女１７４   １ １.００
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     対照１４３ 男１７    （０.４�２.４）
       女１２６  アレルギー家族歴 無 有     ―
          １ NC
         変形性関節症家族歴 無 有     ―
          １ １.３
           （０.６�２.６）
         関節リュウマチ家族歴 無 有     ―
          １ ２.１
           （０.９�４.６）
         非特異的関節炎家族歴 無 有     ―
          １ １.２
           （０.７�１.９）
         炎症性腸疾患家族歴 無 有     ―
          １ ０.３
           （０.０１�４.２）
         ＳＬＥ家族歴 無 有     ↑
          １ ２.０
           （０.６�０.７）
         その他自己免疫病家族歴 無 有     ―
          １ ７.０
           （０.９�３１６）
         大腸炎・結腸炎家族歴 無 有     ―
          １ ２.１
           （０.９�４.６）
         糖尿病家族歴 無 有     ―
          １ ０.８
           （０.４�１.４）
         てんかん家族歴 無 有     ―
          １ ０.７
           （０.６�５.８）
         胃腸疾患家族歴 無 有     ―
          １ １.４
           （０.４�５.５）
         腎盂腎炎家族歴 無 有     ―
          １ １.４
           （０.４�５.５）
         高血圧家族歴 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.５�１.５）
         神経疾患家族歴 無 有     ―
          １ １.０
           （０.０７�１３.８）
         乾癬家族歴 無 有     ―
          １ NC
   
         甲状腺機能亢進症家族歴 無 有     ―
          １ ２.０
           （０.８�５.１）
         その他甲状腺病家族歴 無 有     ―
          １ １.６
           （０.６�４.０）
         冠動脈疾患家族歴 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.３�２.７）
         末梢血管疾患家族歴 無 有     ―
          １ １.０
           （０.１�７.５）
         その他心血管疾患家族歴 無 有     ―
          １ １.３
           （０.７�２.４）
         その他病気家族歴 無 有     ―
          １ １.２
           （０.７�２.２）

表５　アレルギーとの関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

１０ ２００２ アメリカ 症例対照研究 症例２６５ 男２４０ １５�８１ サルファ剤アレルギー 無 有     ↑
       女２５ ３９  １ ２.８
       （平均）    （１.５�５.３）
     対照３５５ 男３２１ １５�８１   
       女３４  ペニシリンアレルギー 無 有     ↑
          １ １.８
           （１.１�３.０）
         コデインアレルギー 無 有     ―
          １ １.８
           （０.８�４.２）
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         その他のアレルギー 無 有     ↑
          １ ３.１
           （２.１�４.５）
         漆アレルギー 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.７�１.４）
         食物アレルギー 無 有     ―
          １ １.５
           （０.９�２.５）
         昆虫アレルギー 無 有     ―
          １ １.１
           （０.７�１.８）
         動物アレルギー 無 有     ―
          １ ０.８
           （０.４�１.５）
         花粉症 無 有     ―
          １ １.２
           （０.８�１.７）
         蕁麻疹 無 有     ↑
          １ １.８
           （１.２�２.７）
　
１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  喘息 無 有     ―
     対照２０５ 女   １ ０.７０
           （０.１０�３.１０）
         蕁麻疹 無 有     ―
          １ １.００
           （０.５０�２.００）
　
２５ １９９８ イギリス 症例対照研究 症例４９ 男 １９.７�７５.２ アレルギー喘息 無 有     ―
       （２％）
       女 ４５.６  １ １.００   
       （９８％） （平均）   （０.３０�３.３２）
     対照９８ 男 １９.７�７５.２ 花粉症 無 有     ―
       （２％）   
       女 ４５.４  １ ０.９０ 
       （９８％） （平均）   （０.３０�２.６７）
         アレルギー性鼻炎 無 有     ―
         （花粉除外）
          １ １.３８
           （０.５３�３.５７）
         花粉症とアレルギー性鼻炎 無 有     ―
          １ １.００
           （０.４５�２.２３）
         アトピー性湿疹 無 有     ―
          １ １.００
           （０.２９�３.５０）
         昆虫アレルギー 無 有     ―
          １ ０.５０
           （０.０６�４.４７）
         皮膚アレルギー 無 有     ―
          １ １.１６
           （０.３２�４.２２）
         食物アレルギー 無 有     ―
          １ ２.００
           （０.２８�１４.２）
         食物アレルギーと不耐症 無 有     ―
          １ １.３４
           （０.４７�３.８４）
         薬物アレルギー 無 有     ―
          １ １.８２
           （０.２８�１１.９５）
         薬物反応 無 有     ↑
          １ ４.２７
           （１.７８�１０.２３）
         接触皮膚炎（ニッケル） 無 有     ―
          １ ０.６１
           （０.２９�１.２７）
         接触皮膚炎（化粧品） 無 有     ―
          １ ０.７３
           （０.２３�２.２８）
　
２９ １９９４ アメリカ 症例対照研究 症例１９５ 男２１  動物アレルギー 無 有     ―
       女１７４   １ １.１
     対照１４３ 男１７    （０.６�２.０）
       女１２６  喘息 無 有     ―
          １ １.１
           （０.４�３.１）
         接触性皮膚炎 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.５�１.４）
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         アトピー性皮膚炎 無 有     ―
          １ １.６
           （０.６�４.１）
         食物アレルギー 無 有     ―
          １ １.２
           （０.７�２.０）
         花粉症 無 有     ―
          １ １.１
           （０.６�２.０）
         蕁麻疹 無 有     ↑
          １ １.８
           （１.１�３.０）
         薬物アレルギー 無 有     ↑
          １ ２.６
           （１.５�４.５）
         ツタ漆・オーク漆・ドク漆 無 有     ―
          １ １.３
           （０.８�２.１）
　
３２ １９９２ アメリカ 症例対照研究 症例２２１ 男 ３８.２ ペニシリン/セファロス 対照 症例     ↑
       （７.２％） （平均） ポリンアレルギー （全員） 
       女 ３８.２   ２.３
       （９２.８％） （平均）  １ （１.５�３.６）
     対照    サルファ剤アレルギー 対照 症例     ↑
     （親戚）１７８    （全員） 　
     対照     １ ２.４
     （友人）１８６     （１.２�４.７）
         テトラサイクリン 対照 症例     ―
         アレルギー （全員） 
          １ ２.２
           （０.７�７.２）
         エリスロマイシン 対照 症例     ↑
         アレルギー （全員） 
          １ ４.８
           （１.５�１４.９）
         ペニシリン/セファロス 対照 症例     ↑
         ポリンアレルギー （親戚） 
          １ ３.２
           （１.８�５.８）
         サルファ剤アレルギー 対照 症例     ―
          （親戚） 
          １ ２.８
           （１.１�７.５）
         テトラサイクリンアレルギー 対照 症例     ―
          （親戚） 
          １ １.８
           （０.５�７.３）
         エリスロマイシン 対照 症例     ↑
         アレルギー （親戚） 
          １ ４.５
           （１.０�２０.５）
         ペニシリン/セファロス 対照 症例
         ポリンアレルギー （友人）      ↑
          １ ２
           （１.２�３.４）
         サルファ剤アレルギー 対照 症例     ↑
          （友人） 
          １ ３.５
           （１.５�８.３）
         テトラサイクリンアレルギー 対照 症例     ―
          （友人） 
          １ ２.８
           （０.６�１３.８）
         エリスロマイシン 対照 症例     ↑
         アレルギー （友人） 
          １ ５
           （１.１�２２.７）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 喘息 無 有     ―
     対照A８６    １ ０.３９
           （０.０４�３.７８）
         薬剤アレルギー 無 有     ―
          １ １.３６
           （０.５８�３.２０）
         アレルギー性皮膚炎 無 有     ―
          １ ０.６８
           （０.２７�１.７４）
         アトピー性皮膚炎 無 有     ―
          １ ０.７７
           （０.１８�３.２６）
         化粧品性皮膚炎 無 有     ―
          １ ２.５２
           （０.８６�７.４０）
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         食物性じんま疹 無 有     ―
          １ ３.２４
           （１.０３�１０.２２）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 喘息 無 有     ―
     対照Ｂ１４５    １ ０.３８
           （０.１０�１.４１）
         薬剤アレルギー 無 有     ―
          １ ２
           （０.８６�４.６７）
         アレルギー性皮膚炎 無 有     ↓
          １ ０.５３
           （０.２９�０.９８）
         アトピー性皮膚炎 無 有     ―
          １ ０.６
           （０.１４�２.５１）
         化粧品性皮膚炎 無 有     ―
          １ ０.８９
           （０.５１�１.５４）
         食物性じんま疹 無 有     ―
          １ １.４６
           （０.７２�２.９６）

表６　免疫反応との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

２４ ２０００ アメリカ 症例対照研究 症例１９６ 男 ４４.７ EB ウイルス抗体 無 有     ↑
       （６％）   
       女 （平均）  １ ９.３５
       （９４％）    （１.４５�∞）
     対照３９２ 男 ４５.９ CMV 抗体 無 有     ―
       （６％）   
       女 （平均）  １ ０.９７
       （９４％）    （０.５６�１.７０）
         HSV�１ 抗体 無 有     ↑
          １ １.３２
           （１.０２－１.８６）
         HSV�２ 抗体 無 有     ―
          １ １.１１
           （０.６８�１.８４）
         VZV 抗体 無 有     ―
          １ ―

２６ １９９７ アメリカ 症例対照研究 症例１１７  ４�１９ 抗 EBV 抗体 陰性 陽性     ↑
     対照１５３  ４�１９  １ ４９.９
           （９.３�１０２５）
         抗 CMV 抗体 陰性 陽性     ―
          １ １.５７
           （０.９３�２.６５）
         抗 HSV�１ 抗体 陰性 陽性     ↑
          １ １.７１
           （１.０５�２.７９）
         抗 HSV�２ 抗体 陰性 陽性     ↑
          １ ２.０３
           （１.２４�３.３４）
         抗 VSV 抗体 陰性 陽性     ―
          １ １.０８
           （０.５３�２.２４）

２７ １９９７ アメリカ 症例対照研究 症例９７ 女 １９�８０ HCMV 陰性 陽性     ↑
       （８９.７％）   
     対照９７ 女 ２２�７４  １ １４.５３
       （８９.７％）
           （６.３９�３３.０４）
         HSV�１ 陰性 陽性     ↑
          １ ２.９８
           （１.５５�５.７４）
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表７　薬剤との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

３ ２００６ アメリカ 症例対照研究 症例９５ 女 ４４ 有機溶媒 ＜１年 １�５年 ＞５年   ０.１７ ―
        （平均）  １ １.０４ ２.１
     対照１９１ 女 ４７   （０.３４�３.２） （０.８８�５.１）
        （平均）
　
６ ２００４ アメリカ 症例対照研究 症例２６５  診断時３９ 水銀 非曝露 曝露     ↑
     対照３５５    １ ３.６
           （１.３�１０.０）
         溶剤 非曝露 ２次的曝露 低度曝露 中等度曝露 高度曝露  ―
          １ １ ０.９４ １ １
           （０.４７�２.３） （０.５０�２.３） （０.５７�１.９） （０.６０�１.６）
         殺虫剤 無 有 混合殺虫剤    ↑
          １ ０.７７ ７.４
           （０.３４�１.８） （１.４�４０.０）
　
１４ ２００１ アメリカ 症例対照研究 症例２４０ 女  パーマ用染料の使用経験 無 有     ↑
     対照３２１    １ １.５
           （１.０�２.２）
         パーマ用染料使用期間 ０年 １�５年  ６年    ↑
          １ １.２ １.７
           （０.７�２.１） （１.０�２.７）
         カラーリング 黒 それ以外     ―
          １.８ １.４
          （０.９�３.８） （０.９�２.１）
         １次的な染料の使用経験 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.５�１.３）
         １次的な染料使用期間 ０年 １�５年  ６年    ―
          １ ０.７ １.１
           （０.４�１.２） （０.６�２.２）
         パーマ・ストレート 無 有     ―
         パーマの経験 １ １
           （０.６�１.５）
         パーマ・ストレート ０年 １�１０年  １１年    ―
         パーマ使用期間 １ ０.８ １.２
           （０.５�１.３） （０.７�２.０）
　
１６ １９９９ イギリス 症例対照研究 症例１５０   ヘアカラー（永久的） 無 有     ―
     対照３００    １ １.２４
           （０.７８�１.９８）
         ヘアカラー（一時的） 無 有     ―
          １ １.３１
           （０.８１�２.１４）
         髪の毛の脱色 無 有     ―
          １ １.２８
           （０.７７�２.１３）
         明るく染めた 無 有     ↓
          １ ０.５５
           （０.３２�０.９５）
         暗く染めた 無 有     ―
          １ ０.６７
           （０.１４�３.３０）
         ヘアカラー（永久的） 無 有     ―
         （継続） １ １.０２
           （０.９９�１.０５）
         ヘアカラー（一時的） 無 有     ―
         （継続） １ １.０１
           （０.９７�１.０６）
         髪の毛の脱色（継続） 無 有     ―
          １ １
           （０.９６�１.０４）
         明るく染めた（継続） 無 有     ―
          １ ０.９６
           （０.９０�１.０２）
         暗く染めた（継続） 無 有     ―
          １ １.１４
           （０.８４�１.４９）
　
２０ １９９６ アメリカ コホート研究 １０６３９１ 女 ３０�５５ 髪染料 無 有     ―
     発症８５    １ ０.９６
           （０.６３�１.４７）
         髪染料を最初に  ３０ ３０�３９ ４０�４９  ５０  ０.７６ ―
         使用した年齢 １.２８ ０.８１ ０.６８ １.９３
          （０.６９�２.３８） （０.４２�１.５５） （０.３０�１.５４） （０.５９�６.２８）
         髪染料の使用期間  ５年 ５�１４年  １５年   ０.８２ ―
          １.２３ ０.９６ ０.９２
          （０.５２�２.８７） （０.５６�１.６５） （０.４６�１.８３） 
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         髪染料の使用頻度 １�４週 ５�７週 ８�１２週  １３週  ０.８３ ―
          ０.８６ ０.８５ １.２７ ０.９７
          （０.３７�２.００） （０.４５�１.６１） （０.６８�３.３８） （０.４４�２.１５）
         髪染料を最初に使った １�５年 ６�１０年 １１�１５年 １６�２０年  ２０年 ０.９１ ―
         ときからの期間 １.１８ ０.９７ ０.７７ １.２５ ０.９３
          （０.５１�２.７４） （０.４４�２.１５） （０.３３�１.８０） （０.５７�２.７３） （０.４７�１.８７）
　
３０ １９９３ アメリカ 症例対照研究 症例１７４ 女  ヘアカラーの使用 無 有（０�３年） 有（３�６年）    ―
     対照１２６    １ １.１ １.３
     （友人）     （０.６�２.０） （０.７�２.５）
     症例１７４    無 有（０�３年） 有（３�６年）    ―
     対照１７４    １ １.０４ ０.９５
     （病院）     （０.６�１.８） （０.６�１.６）

３３ １９９２ アメリカ 症例対照研究 症例２１８ 男 ３７.７±１１.８ 髪染色 無 有     ―
       （８.３％）  （診断前５年間） １ ０.９２
       女    （０.５９�１.４５）
       （９１.７％）
     対照１８６ 男 ３７.７±１１.８   
       （８.３％）
       女  パーマ 無 有     ―
       （９１.７％）  （診断前５年間） １ ０.９８
           （０.６６�１.４７）
         ストレートパーマ 無 有     ―
         （診断前５年間） １ ２.０９
           （０.７９�５.５１）
         髪染色（継続） 無 有     ―
          １ ０.８８
           （０.５９�１.３２）
         パーマ（継続） 無 有     ―
          １ ０.７７
           （０.４２�１.３０）
         ストレートパーマ 無 有     ―
         （継続） １ １.１４
           （０.６４�２.０４）
     症例２１８ 男 ３７.７±１１.８ 髪染色 無 有     ―
       （８.３％）  （診断前５年間） １ １.３３
       女    （０.８３�２.１２）
       （９１.７％）
     対照１７８ 男 ３７.７±１１.８   
       （８.３％）
       女  パーマ 無 有     ―
       （９１.７％）  （診断前５年間） １ １.３７
           （０.９３�２.０３）
         ストレートパーマ 無 有     ↑
         （診断前５年間） １ ６.７２
           （１.５２�２９.８０）
         髪染色（継続） 無 有     ―
          １ ０.８６
           （０.５８�１.２７）
         パーマ（継続） 無 有     ―
          １ ０.８２
           （０.５０�１.３７）
         ストレートパーマ 無 有     ↑
         （継続） １ １.９４
           （１.０１�３.７０）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 高血圧薬投与 無 有     ↑
     対照Ａ８６    １ ６.８
           （１.３９�３３.１２）
         抗結核薬 無 有     ―
          １ ２.５６
           （０.２３�２９.１２）
         経口避妊薬 無 有     ―
          １ １.１９
           （０.１６�８.６１）
         緩下薬の使用 無 有     ―
          １ ２.１６
           （０.６４�７.２８）
         鎮痛薬の使用 無 有     ―
          １ １.７４
           （０.６３�４.８２）
         精神安定薬の使用 無 有     ―
          １ ２
           （０.６５�６.２０）
         ビタミン摂取 無 有     ―
          １ ２.０６
           （０.８１�５.２１）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 高血圧薬投与 無 有     ―
     対照Ｂ１４５    １ ２.００
           （０.７５�５.３３）
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         抗結核薬 無 有     ―
          １ ―
         経口避妊薬 無 有     ―
          １ １
           （０.２０�４.９５）
         緩下薬の使用 無 有     ―
          １ １.５
           （０.６７�３.３４）
         鎮痛薬の使用 無 有     ↑
          １ ７.３３
           （２.１９�２４.５０）
         精神安定薬の使用 無 有     ↑
          １ ３.２５
           （１.０６�９.９７）
         ビタミン摂取 無 有     ―
          １ １.１１
           （０.５６�２.１０）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 高血圧薬投与 無 有     ↑
     対照A７５    １ ６.１８
           （１.１７�３２.６６）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 高血圧薬投与 無 有     ↑
     対照Ａ８３    １ ６.６４
           （１.２７�３４.８３）

表８　免疫反応との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

２ ２００７ アメリカ コホート研究 ２３８３０ 女 ３０�５５ 初経年齢  １０ １１ １２ １３  １４ ０.０２ ↑
   （NHS＋NHSⅡ） （発症２６２）  ２５�４２  
          ２.１ １.２ １ １.１ １.０
          （１.４�３.２） （０.８�１.７）  （０.８�１.６） ０.７�１.５
         １８�２２歳における 規則的 不規則的     ―
         月経の周期性
          １ １.１
           （０.８�１.５）
         出産経験 無 有     ―
          １ ０.９
           （０.６�１.３）
         子供の数 ０ １ ２ ３  ４ ０.７ ―
          １ ０.８ ０.８ ０.８ ０.９
           （０.４�１.３） （０.６�１.３） （０.５�１.３） （０.５�１.４）
         初産時の年齢 ＜２２ ２２�＜２５ ２５�＜２９  ２９  ０.７ ―
          ０.８ １ ０.９ ０.９
          （０.５�１.３）  （０.６�１.２） （０.６�１.４）
         授乳期間 無  ３ケ月 ４�１１ケ月 １２�２３ケ月  ２４ケ月 ０.５ ―
          １ １.２ １ ０.９ １
           （０.８�１.８） （０.７�１.５） （０.６－１.５） （０.６�１.８）
         経口避妊薬の使用 無 有     ↑
          １ １.５
           （１.１�２.１）
         経口避妊薬の使用 無 過去 現在    ↑
          １ １.７ NC
           （１.２�２.３）
         経口避妊薬の使用期間 無 ＜２年 ２�＜５年  ５年  ０.３ ↑
          １ １.９ １.６ １.３
           （１.３�２.８） （１.１�２.５） （０.８�２.０）
         最後に経口避妊薬を 使用無  １０年 ５�＜１０年 ＜５年 現在も使用 ０.５ ↑
         使用してからの期間
          １ １.７ １.６ １.６ NC
           （１.２�２.４） （１.０�２.４） （１.０�２.９）

２ ２００７ アメリカ コホート研究 １２１７００ 女 ３０�５５ 更年期における状態 閉経前 閉経後     ↑
   （NHS）       １ １.８
           （１.０�３.４）
         更年期における状態 閉経前 自然閉経 外科的閉経 その他閉経   ―
          １ １.５ ２.３ １.３
           （０.８�２.９） （１.２�４.５） （０.５�３.３）
         閉経後のホルモン使用 無 有     ↑
          １ １.９
           （１.２�３.１）
         閉経後のホルモン使用 無 過去 現在    ↑
          １ ２.２ １.７
           （１.３�３.９） （０.９�２.９）
         閉経後のホルモン使用期間 無 ＜５年  ５年   ０.７ ↑
          １ １.８ ２
           （１.０�３.０） （１.１�３.６）
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         最後に閉経後のホルモン 無  ５年 ＜５年 現在使用中  ０.３ ↑
         使用をしてからの期間 
          １ ２.３ ２.８ １.７
           （１.１�５.０） （１.５�５.４） （１.０�２.９）
         閉経時の年齢 ＜４７ ４７�４９ ５０�５２  ５３  ＜０.０５ ↑
          ２.２ １.８ １.４ １
          （０.９�５.４） （０.９�３.６） （０.８�２.５）
         総排卵期間 ＜２４年 ２４�２９年 ３０�３４年 ＞３４年  ０.９ ―
          １.２ １.６ １.１ １
          （０.４�３.４） （０.６�４.２） （０.４�２.８）

１２ ２００２ アメリカ 症例対照研究 症例２４０ 女 １５�８１ 妊娠回数 無 １ ２ ３ ４  ―
        ３８  １ １.１ １.２ １.１ ０.８
        （平均）
     対照３２１ 女 １５�８１   （０.６�２.１） （０.７�２.０） （０.６�２.１） （０.４�１.７）
           ５
          ０.９
          （０.４�２.０）
         生存出産回数 ０ １ ２ ３ ４  ―
          １ １ １.３ １.３ １.１
           （０.６�１.８） （０.７�２.３） （０.７�２.７） （０.５�２.６）
         母乳育児数 ０ １ ２  ３   ―
          １ ０.９ ０.４ ０.３
           （０.５�１.４） （０.２�０.９） （０.１�０.８）
         母乳を与えた週数 ０ ２�１２ １３�５１  ５２   ―
          １ ０.７ ０.７ ０.４
           （０.４�１.３） （０.４�１.３） （０.２�０.９）
         子癇歴 無 有     ↑
          ３.７ １
          （１.２�１１.２）

１８ １９９８ イギリス 症例対照研究 症例４１ 女 ５７.９ エストロゲン 無もしくは 現在     ―
        （平均） 暴露歴 過去
     対照１５９ 女 ５８.０  １ １.５
        （平均）
           （０.７�３.７）
         エストロゲン ０ケ月 １�２４ケ月  ２５ケ月    ―
         暴露期間 
          １ １.０ ２.８
           （０.３�３.０） （０.９�９.０）
         エストロゲン ０ １�４９９ ５００�１１９９ ＞１２００   ―
         暴露蓄積量
          １ １.３ １.７ １.９
           （０.４�４.２） （０.４�７.１） （０.５�７.６）
 １９９７ アメリカ コホート研究 １２１,６４５ 女 ４４�６９ 経口避妊薬の使用期間 無 １�４年 ５－１０年 １１－１４年  １５年 ０.４３ ―
          １ １.６ ０.９ ２.０ ２.９
           （１.０�２.６） （０.５�１.７） （０.７�５.５） （０.５�１９.３）
         経口避妊薬を最初に 無 １�５年 ６－１０年 １１－１５年 １６�２０年 ０.１７ ―
         使用してからの期間
          １ ２.７ １.０ ０.８ １.５
           （０.９�８.２） （０.２�３.９） （０.３�２.０） （０.８�２.７）
           ２０年
          １.５
          （０.９�２.５）
         経口避妊薬を最後に 無 １�３５ケ月 ３６�５９ケ月 ６０�１１９ケ月 １２０�１７９ケ月 ０.２１ ―
         使用してからの期間
          １ １.８ １.０ １.６ ０.９
           （０.７�４.８） （０.３�３.２） （０.９�２.８） （０.５�１.９）
          １８０�２３９ケ月  ２４０ケ月
          １.７ １.０
          （０.９�３.３） （０.１�７.７）
　
２１ １９９５ 日本 症例対照研究 症例２８２ 女  初潮の年齢 ＜１２ １２ １３ １４ １５  ↑
          １.００ ０.８４ １.３８ １.５８ ３.８２
     対照２９２     （０.４４�１.６１） （０.７２�２.６７） （０.７９�３.１５） （１.６６�８.８１）
          １６＋ 無
          ２.９０ ２.３７
          （１.１４�７.３９） （０.３４�１６.４８）
         初妊娠の年齢 妊娠無 ＜２４ ２５�２９ ３０＋   ―
          １.００ ０.８０ ０.５８ ０.５６
           （０.４５�１.４１） （０.３２�１.０４） （０.１９�１.６４）
　
２３ １９９３ 日本 症例対照研究 症例５２ 女 １０�５４ 初潮の年齢  １３ ＜１３     ―
     対照１０４ 女 １０�５４  １ １.３１
           （０.５４�３.１７）
         月経周期 正常 不順     ↑
          １ ３.７９
           （１.４３�１０.０１）
         出産 有 無     ―
          １ １.８８
           （０.３７�９.５５）
         流産 無 有     ―
          １ １.３５
           （０.４５�４.１０）
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         性ホルモン代償治療 無 有     ―
          １ ０.９８
           （０.２６�３.７２）

２８ １９９５ アメリカ コホート研究 ６９４３５ 女 ３０�５５ 閉経後のホルモン使用 無 有     ↑
     発症４５    １ ２.１
           （１.１�４.０）
         閉経後のホルモン使用 無 過去 現在    ↑
          １ １.８ ２.５
           （０.８�４.１） （１.２�５.０）
         閉経後ホルモンの使用期間 無 １�４年 ５�１０年  １１年  ０.１ ↑
          １ １.８ ２.７ ３.５
           （０.９�３.８） （１.２�６.４） （１.２�１０.９）
         最後に使用してから 無 ＜１１ケ月 １２�３５ケ月 ３６�５９ケ月 ６０�１１９ケ月 ０.４４ ―
         の経過期間 
          １ ３.３８ ３.４１ １.８ １.３
           （０.５１�２２.６） （１.４�８.４） （０.４�７.６） （０.３�６.４）
             １２０ケ月
            １.４
            （０.２�１０.１）

２９ １９９４ アメリカ 症例対照研究 症例１９５ 男２１  経口避妊薬使用 無 有     ―
       女１７４   １ ０.９
     対照１４３ 男１７    （０.５�１.５）
       女１２６  SLE診断以前に 無 有     ―
         経口避妊薬使用 
          １ ０.８
           （０.５�１.４）
         SLE診断後に 無 有     ―
         経口避妊薬使用 
          １ ０.８
           （０.４�１.６）
         過去３年に経口 無 有     ―
         避妊薬使用 
          １ ０.６
           （０.２�１.４）

表９　その他の要因との関連

関連
傾向性
Ｐ値

頻度/
カテゴリー
オッズ比

９５％信頼区間

要　因

研究対象者

研究デザイン国年
文献
番号 年齢

（歳）
性別人　数

４ ２００６ 日本（九州） 症例対照研究 症例７８ 女 １０�６９ 精神的ストレス 無 有     ―
     対照３２９  ３０  １ １.５４
        （平均）   （０.７８�３.０４）
４ ２００６ 日本（北海道）  症例３５ 女 ２０�６９ 精神的ストレス 無 有     ―
     対照１８８  ３４  １ １.４９
        （平均）   （０.５０�４.４６）
　
１３ ２００２ スウェーデン 症例対照研究 症例８５ 女  夫の重病 無 有     ―
     対照２０５ 女   １ １.００
           （０.４０�２.９０）
         夫の死 無 有     ―
          １ １.００
           （０.４０�２.９０）
         子供の重病 無 有     ―
          １ １.３０
           （０.５０�３.３０）
         子供の死 無 有     ―
          １ ２.２０
           （０.７０�６.８０）
         解雇 無 有     ―
          １ ０.２０
           （０.００�２.２０）
         失業 無 有     ―
          １ ０.６０
           （０.１０�２.１０）
         深刻な経済問題 無 有     ―
          １ １.１０
           （０.４０�２.９０）
         離婚 無 有     ―
          １ １.３０
           （０.６０�２.８０）
         窃盗 無 有     ―
          １ ０.４
           （０.２０�１.００）
         警察、司法問題 無 有     ―
          １ NC
         人との深刻な争い 無 有     ―
          １ １.８０
           （０.６０�２.８０）
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         人に対する憤慨 無 有     ―
          １ ２.４０
           （０.９０�２.８０）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 死別・離婚・別居 無 有     ―
     対照A８６    １ ０.９７
           （０.３４�２.７８）
         父親の病気・死亡 無 有     ―
          １ １.１９
           （０.１６�８.６１）
         母親の病気・死亡 無 有     ―
          １ ―
         両親の死別・離婚・別居 無 有     ―
          １ ２.０３
           （０.５０�８.２６）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 死別・離婚・別居 無 有     ―
     対照B１４５    １ ３
           （０.８１�１１.０８）
         父親の病気・死亡 無 有     ―
          １ １.１２
           （０.６５�１.９２）
         母親の病気・死亡 無 有     ―
          １ １.４
           （０.７９�２.４９）
         両親の死別・離婚・別居 無 有     ―
          １ １.３６
           （０.８１�２.２８）

６ ２００４ アメリカ 症例対照研究 症例２６５  診断時３９ 交代制の職業 経験無 経験有     ―
     対照３５５    １ １.６
           （０.９９�２.７）
         教育・保育系職業 経験無 経験有 小学校勤務 中学校勤務   ―
          １ ０.８７ ０.８３ １.２
           （０.５３�１.４） （０.４９�１.４） （０.４２�３.３）
          勤務＜５年 勤務 ５年     ―
          １ ０.７６
          （０.５２�１.９） （０.３９�１.５）
         美容師 経験無 経験有     ―
          １ １.６
           （０.７４�３.３）
         ヘルスケア関連職業 経験無 経験有     ↑
          １ １.７
           （０.７７�２.９）
         ヘルスケア関連職業 無 ＜５年  ５年    ↑
         勤務期間 １ １.４ ２
           （０.６４�２.９） （１.０�４.０）
         歯科系職業 経験無 経験有     ↑
          １ ７.１
           （２.２�２３.４）
　
１１ ２００２ アメリカ 症例対照研究 症例２６５ 男２５ １５�８１ 農業 無 有     ―
       女２４０ １５�８１  １ １.０
     対照３５５ 男３４ １５�８１   （０.７�１.４）
       女３２１ １５�８１
         農業 無 ＜４０時間/週 " ４０時間/週, ４０時間/週,   ―
             １２ヶ月" "＜１２ヶ月"
          １ ０.７ １.０ １.７
           （０.５�１.１） （０.５�２.０） （１.０�３.０）
       "  農業" 無 粘土 砂    ↑
         （ ４０時間/週, １２ヶ月）
         土壌 １ １.５ ２.２
           （０.７�３.０） （１.２�４.７）
         農業 無 低量・中等度 多量   ０.０５ ↑
         （ ４０時間/週, １２ヶ月）
         粉塵 １ １.５ ３.０
           （０.８�２.８） （１.１�８.２）
         シリカ 無 少量 中等度・多量   ０.００３ ↑
         （農業以外＜１年） 
          １ １.６ ３.１
           （０.８�３.３） （１.４�７.０）
         シリカ 無 少量 中等度・多量    ―
         （農業以外 １年） 
          １ １.５ １.９
           （０.７�３.１） （０.８�４.７）
　
１１ ２００２ アメリカ 症例対照研究 症例２６５ 男２５ １５�８１ シリカ 無 微量 低量 中等度 多量  ↑
       女２４０ １５�８１  １ ０.７ １.６ ２.１ ４.６
     対照３５５ 男３４ １５�８１   （０.５�１.０） （０.９�３.０） （１.１�４.０） （１.４�１５.４）
       女３２１ １５�８１
　
３ ２００６ アメリカ 症例対照研究 症例９５ 女 ４４ シリカ ＜１年 １�５年 ＞５年   ０.００５ ↑
        （平均）  １ ４.０ ４.９
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     対照１９１ 女 ４７   （１.２�１２.９） （１.１�２１.９）
        （平均）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 労働経験 無 有     ―
     対照A８６    １ ２.４７
           （０.６５�９.３９）
         濡れた手足での労働 無 有     ―
          １ ２.４７
           （０.３７�１.８０）
         寒い環境下での労働 無 有    ＜０.０５ ↑
          １ ３.３６
           （１.０５�１０.７８）
         暑い環境下での労働 無 有     ―
          １ １.４７
           （０.３９�５.５２）
         頻繁な超過労働 無 有     ―
          １ １.５９
           （０.７４�３.４２）
         長い通勤時間 無 有     ―
          １ ０.８４
           （０.３５�１.９９）
　
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 過去労働 無 有     ―
     症例B１４５    １ １.１２
           （０.４３�２.９２）
         濡れた手足での労働 無 有     ―
          １ １.３
           （０.７３�２.３３）
         寒い環境下での労働 無 有    ＜０.０１ ↑
          １ ３.６７
           （１.４８�７.９６）
         暑い環境下での労働 無 有     ―
          １ ２.５
           （０.９７�６.４５）
         頻繁な超過労働 無 有    ＜０.０５ ↓
          １ ０.５６
           （０.３２�０.９８）
         長い通勤時間 無 有     ―
          １ １.３１
           （０.６４�２.６９）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 寒い環境下での労働 無 有     ―
     対照A７５    １ １.８
           （０.４４�７.３１）
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 寒い環境下での労働 無 有     ―
     対照A８３    １ ―
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 寒い環境下での労働 無 有     ↑
     症例B１１２    １ ４.０４
           （１.２９�１２.６４）
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 寒い環境下での労働 無 有     ↑
     症例B１２６    １ ３.７１
           （１.４６�９.４７）
３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼け 無 有     ―
     対照A８６    １ １.３０
           （０.５１�１.３１）
         アウトドア 無 有     ―
          １ １.４２
           （０.７７�２.６０）
         冬の寒さ 無 有     ―
          １ １.３２
           （０.６７�２.６０）
         冬の薄着 無 有     ―
          １ ０.９８
           （０.５０�１.９３）
         身体的活動 無 有     ―
          １ １.１４
           （０.５７�２.２６）
         犬を飼ってる人 無 有     ―
          １ １.３８
           （０.６３�３.０２）
         猫を飼ってる人 無 有     ―
          １ ２.５７
           （０.８４�７.８５）
         鳥を飼ってる人 無 有     ―
          １ ０.５５
           （０.２３�１.３３）
         魚を飼ってる人 無 有     ―
          １ ０.８６
           （０.４０�１.８４）

３１ １９９３ 日本 症例対照研究 症例１５１ 女 １０�５９ 日焼け 無 有     ―
     症例B１４５    １ ０.８２
           （０.５１�１.３１）
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